































































































































































































17.5％（14 人）、大川地区 16.2％（13 人）、大浜地区 13.7％（11 人）、平得地区
11.2％（9 人）、新川地区 10.8％（8 人）、その他 11.2％（9 人）とあり、さらに
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日記』の内容を検証する。なお、この史料における弔之時と文祭之時の記録は、








の計 3 回となっている。『膳符日記』には「弔之時」の事例が 10 件、「文祭之時」
の事例が 15 件掲載されている。本稿ではこれらの中から項目ごとに一つずつ、
任意の事例を抽出して検討を進めていく。































①御飯：釈米、②糸目椀：　 阿屋ひざいるき（山羊） 　 、③糸目椀（御汁）：
　 焼玉 　 子・細しらとふふ・紫のり・摺生姜、④糸目椀：浸茄子、⑤糸目椀：
漬もの二色、⑥糸目椀：砂糖半餅、⑦糸目椀：　 色付ふた（豚） 　・筋しんしゆ・
































































でリョングブンを「是非とも継承していくべき」と答えた 60 ～ 70 代の人々
が 61.3％いたことに対し、20 ～ 30 代では数値が 23.5％に留まっている（金城，




































































































（出典：宮城，1972 年，439 ～ 442 頁・筆者が一部改行）
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1997 年度の登野城・大川・石垣・新川の 4 地区で行われたユーヌシュビは、




　まず、登野城村はアーマーオン（天川御嶽）で旧暦 6 月 6 ～ 7 日（癸丑・甲寅）
にかけてユゥヌシュビが行われた。大川村には御嶽が 2 ヶ所あり、うちウシャ
ギオン（大石垣御嶽）では旧暦 6 月 7 ～ 8 日（甲寅・乙卯）に、ミシャギオン（美
崎御嶽）では旧暦 6 月 6 日～ 7 日（癸丑・甲寅）の両日に儀礼が行われた。石
10内原_09号.indd   192 12.3.19   4:39:39 PM
193「世」をむすぶリョングブン（霊供盆）
垣村はメートルオン（宮鳥御嶽）で、旧暦 6 月 7 ～ 8 日（甲寅・乙卯）に為さ
れている。大川村と同じく新川村にも 2 ヶ所の御嶽があるが、ナースクオン（長



















































あった。前者はモヤシを約 10 斤、マンジュマイを 15 斤、サフナを 2 斤、イイ
スを 2 斤半、クバン（小魚）を 40 尾、準備したという。一方、後者はイシャヌメー
登野城 大川 石垣 新川
① ツノマタ イイス イイス イイス
② サフナ サフナ サフナ サフナ
③ マンジュマイ マンジュマイ マンジュマイ マンジュマイ
④ イシャヌメー イシャヌメー イシャヌメー イシャヌメー
⑤ 白菜 マーミナ マーミナ マーミナ
⑥ インミズナ インミズナ インミズナ インミズナ
⑦ パンソー パンソー パンソー パンソー
⑧ ジャコー 9 匹 揚げ魚 蒲鉾・ジャコー3匹 揚げ魚
作成・筆者
表１　1997 年の石垣四ヶ村「ユーヌシュビ」、ブンヌスーの食材
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村宮鳥御嶽でブンヌスーが 4 膳用意されたことについて、ブンヌスーは 2 膳































































・ 石垣市史編集室『石垣市史叢書 13　八重山島年来記』1999 年　石垣市史編集室
・ 新城敏男「宗教（2）－仏教の伝播と信仰」宮良高弘編『八重山の社会と文化』1975
年　木耳社
・ 上江洲均『沖縄の民具　考古民俗叢書＜ 12 ＞』1974 年　慶友社











日記を中心に－」1988 年　日本生活文化史学会『生活文化史 13 号』所収
・ 金城須美子「八重山諸島における焼香（法事）の行事食に関する研究－実態ならびに
主婦の意識－」1988 年　『琉球大学教育学部・紀要・第 33 集（Ⅱ）』
・ 金城須美子『近世沖縄の料理研究資料　宮良殿内・石垣殿内の膳符日記』1995 年　
九州大学出版会
・ 熊倉功夫・石毛直道編『食の文化フォーラム　外来の食の文化』1995 年（第 2 刷）・
1988 年（初版）ドメス出版
・ 小泉和子「仏壇」林屋辰三郎編 1997 年『民衆生活の日本史・金』所収　思文閣出版
・ 崎山直「島々と海の総体」2000 年『八重山の歴史と文化』所収
・ 新星図書編集部編『琉球料理全書－ 2　ふるさとの伝統料理』1978 年　新星図書
・ 鈴木正崇「八重山群島における時間認識の諸相」植松明石編『環中国海の民俗と文化
2　神々の祭祀』1991 年　凱風社　所収
・ 住谷一彦・クライナー = ヨーゼフ著『南西諸島の神観念』1977 年　未来社
・ 高谷重夫『盆行事の民俗学的研究』1995 年　岩田書院
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・ 得能壽美「『宮良殿内・石垣殿内の膳符日記』－近世八重山の食生活史を探る」（新刊





・ 農文協編『伝承写真館　日本の食文化⑫　九州 2・沖縄』2006 年　農山漁村文化協会
・ 波照間永吉『琉球叢書 4　南島祭祀歌謡の研究』1999 年　砂子屋書房
・ 藤井正雄「沖縄における墓供養－供物を中心として」（渡邊欣雄編『環中国海の民俗
と文化　第三巻』1988 年　（株）凱風社　所収）
・ 文化庁文化財保護部編『民俗資料選集 18　盆行事Ⅰ－岡山県－』1990 年　国土地理
協会
・ 文化庁文化財保護部編『民俗資料選集 19　盆行事Ⅱ－静岡県－』1991 年　国土地理
協会
・ 文化庁文化財保護部編『民俗資料選集 26　盆行事Ⅲ－京都府・大阪府－』1998 年　
国土地理協会
・ 文化庁文化財保護部編『民俗資料選集 28　盆行事Ⅳ－茨城県・埼玉県－』2000 年　
国土地理協会







・ 宮城文『八重山生活誌』1982 年（第 4 版）・1972 年（初版）沖縄タイムス社




 新星図書編集部編『琉球料理全書－ 2　ふるさとの伝統料理』1978 年　新星図書（140
頁）
・ ブンヌスーの配置図（干支の文字は内原が再入力したもの）
 宮城文『八重山生活誌』1982 年（第 4 版）・1972 年（初版）沖縄タイムス社（438 頁）
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<ABSTRACT>
Ryon-gu-bun as a Medium:
 Religious Beliefs and People’s Worldviews on the 
Yaeyama Islands
UCHIHARA Hidetoshi
On the Yaeyama islands in the Okinawa prefecture, a holy tablet called 
“Ryon-gu-bun” is used for offering food to gods during ceremonies at 
religious sites. These holy tablets appear at two distinct religious settings: 
First, at several annual Buddhist festivals and second, at Yaeyama’s animist 
rites.
The Ryon-gu-bun was spread along with Buddhism throughout the 
Yaeyama islands. This paper explains the background in the spreading of 
the Ryon-gu-bun. While the use of the Ryon-gu-bun differs according to a 
religious Buddhist setting or an animist setting, in both cases the Ryon-gu-bun 
functions as a link between nature and people.
One more significant point about the Ryon-gu-bun in Yaeyama is that 
despite of the drastic transformation of modern society, due the spread of 
electronic goods etc., the Yaeyama people still treasure the tradition of Ryon-
gu-bun. This paper attempts to trace what people entrust and seek in this 
tradition.
This paper elaborates on the value of Ryon-gu-bun from two viewpoints 
by giving four concrete case examples: First viewpoint, an examination of 
Buddhist ceremonies, represented by the Bon Festival and the memorial 
service. Second viewpoint, an examination out of the animist context, dealing 
with the celebration of newly built houses and the celebration for a rich year 
for crops.
For the writing of this paper, the research of famous references such as 
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papers by Kadokami Shūei, Kinjō Sumiko, Miyagi Fumi, and Tokunō Toshimi 
was of enormous value.
This paper explains three functions of the Ryon-gu-bun. Firstly, Ryon-
gu-bun acts as a link between nature and people. Secondly, it Ryon-gu-bun 
transcends more than two different religions and beliefs shaping the Yaeyama 
culture. Thirdly, Ryon-gu-bun being independent from age and generations 
creates power among people.
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